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  From the Department of Urology, Osaka City University Medical School
   We performed extracorporeal shock-wave lithotripsy (ESWL) on 1,701 patients in a total of 
2,438 sessions using the Dornier kidney lithotriptor Model HM III from July 1985 to the end of 
June 1990. Among the patients with a solitary stone, 1,200 cases were available for the follow-up 
study in which the results of ESWL were analyzed according to the location and size of the stone. 
ESWL performed against stones at pelvis and calyces gave the best results. The results obtained 
on stones less than 20 mm in diameter were especially favorable with a success rate of 84%. ESWL 
performed against ureter stones showed poor results with a success rate of 62% for the stones 
smaller than 20 mm in diameter. We further studied the results of ESWL performed against ureter 
stones by dividing the patients into three groups: the patients treated in situ, the patients with 
ureteral stents and the patients with D-J stents. The results for stones larger than 10 mm in 
diameter were significantly better in the patients with D-J stents than in the patients treated 
in situ or the patients with ureteral stents. Among the patients treated in situ, the results were 
significantly worse for impacted stones than for non-impacted stones when the stone size was 
10-20 mm in diameter.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1633-1637, 1991)
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緒 言
尿 路結 石 に対 して1970年後 半 よ り,経 皮的 腎 尿 路 結
石 破 砕 術(PNL)1・2)や経 尿 道 的 尿 管 結 石 破 砕 術
(TUL)3,4)など の 反 復 施 行 可 能 なendourology
が 行 わ れ る よ うV`な り,さ ら に1980年 ドイ ツ の















尿管結石の成績 につ いて,カ テーテルの使用の有無,
結石部位 より下部での造影の有無で検討 した.




















































TableI.単一 結 石 に 対 す るESWLの 治療 成 績
症例18
残石 な し3(17%)
4mm以 下 の残 石11(61%)
症例87
R2残 石 な し75(86%)






































Rx腎孟 。腎杯結石 、Ra腎 盃 ・尿管移行部結石
U,上部尿管(腎孟尿管移行部は含まず腸骨稜上縁まで)
(1985年7月^-1990年6月)
和 田,ほ か:ESWL・ 尿 管 カ テ ー テル
Table2.単一 上 部 尿 管結 石 に対 す るESWLの


















D-Jカ テー テ ル留 置(41例)
groundに差 に な か った.術 前排 泄性 腎 孟 造 影(IVP)
所 見 で は結 石 よ り下 部 尿 管 の造 影 が 認 め られ な い症 例
はinsitu群で は23例(47%)でD-Jカ テ ー テル 留
置群 では16例(46%)と 差 は な か った.3ヵ 月後 の成
績 比較 ではinsitu群で はstonefreel9例を含 み,
成 功 例 は26例で53%の成 功 率 で あ った の に比 し,D-J
カテ ー テ ル留 置 群 で はstonefree21例を 含み,成 功
例 は26例で,フ4%の 成 功 率 で 有意 にD-Jカ テ ー テ ル
留 置下 で のESWLの 方 が成 績 が よか った 。
最 後 に,inSltU群に お い て,IVPに お い て,結 石
部 位 よ り下 部 で の 造影 の 有無 につ い て成 績 を検 討 した
ところ,Table3の ごと く造 影 が 認 め られ な い,い
わ ゆ る嵌 頓 結石 に お い て は10～20mmの 結 石 に お
い て,造 影 が認 め られ る群 に 比 し,5%の 有 意差 で成
績 不 良 で あ る こ とが わ か った.
石サイx








よび尿 管 カテ ーテ ル使 用 例 の間 に は 成 績 の 上 で有 意 差
は なか った が,長 径10mmよ り大 き な 結 石 に お い
て,D-Jカ テ ーテ ル 留置 群 でinSltUお よ び 尿 管 カ
テ ー テ ル使 用 例 に 比 し,成 功 率 で5%以 下 の 有意 差 で
成 績 が よか った.
つ い で1989年1月よ り1990年6月まで にrandom
に 施行 した カ テ ーテ ル 留置,非 留 置 例 に つ い て検 討 し
た とこ ろ,以 下 の 通 りで あ った.inSltU症 例49例の
内 分 け は男 性33例,平 均年 齢42.6歳,女性16例,平 均
年 齢 は46.3歳で,平 均 結 石 サ イ ズは12.8mmで あ っ
た.一 方,D-Jカ テ ーテ ル 留 置症 例35例 の 内分 け は
男 性24例,平 均 年 齢44.2歳,女 性11例,平 均 年 齢



































最初に結石 の外側 に形成 され た破片 が以後の衝撃




























無でESWLの 成績を比較検討 した ところ,10～20







症例ではESWLを 選択す るよ りもTULを 選択す
るか,ESWLを 行 う易合にはD-Jカ テーテル留(L








て,Dornier社腎結石破 砕装置HMIIIを 用 いて
ESWLを 施行し,追 跡可能で あった1,200例の単一
結石について部位 と大 きさについて,そ の成績を検討
した.
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